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巻頭言 歴史を宝とし、日中科学技術交流の一層の活性化を！ 
             日中科学技術交流協会副理事長 山脇 道夫 
 

 奇しくも、昨年秋、

今年秋と２年続けて、

政治的に険悪な状況

の真最中というタイ

ミングの下、中国で開

かれた二つの異なる

日中シンポジウムに

参加する機会を得た。

前者は、２０１２年９

月１１日に野田民主

党政府が尖閣諸島の国営化を行ったことに

対し中国で反日デモの嵐が吹き荒れた時期

に合わせるかのように、同年９月１０～１５

日に四川省成都市で開かれた「第１１回先進

エネルギー材料と核分裂・核融合技術に関す

る日中シンポジウム」（本会報 No.143, p.1

～4 の会議報告を参照）であり、今年のシン

ポジウムは、中国が防空識別圏を尖閣諸島を

含める形で設定すると発表した１１月２３

日から間もない１１月２７～３０日の期間

に上海交通大学で開かれた「第２回日中大学

間核燃料サイクル学術討論会」であった。 

 いずれのシンポジウムでも当協会は後援

団体の一つであり、筆者が協会を代表する形

で参加した。両シンポジウムで協会を代表し

て挨拶する機会を与えられたので、協会の歴

史から説き起こし、たとえ政治的に困難な時

期であっても、先達の苦労と功績を忘れるこ

となく、科学技術面では密接な交流を続けて

いくことがいかに重要であるかを切々と訴

えた。特に国交正常化以前にさかのぼって第

一線の科学技術者によって熱情溢れる交流

が行われた歴史を解説したことが、聴衆に強

い印象を与えたようであった。前史を含む我

が協会の歴史は、我が国は勿論、中国を含め

た両国の科学技術者にとって、極めて得難い

貴重な宝であることが実感できた。その貴重

な宝をもっともっと有効に活用して、一層の

情報発信を行うとともに、さらなる科学技術

交流の実を挙げていくことが、我が協会にと

って最重要な使命に違いないと痛感した次

第でした。 

 因みに、昨年のシンポジウムでは、参加者

は会場のホテルに監禁状態にされ、予定され

ていた観光ツアーも中止されるなど緊張す

る場面もあったが、今年のシンポジウムでは、

緊張するような事態は皆無で、近郊の観光地

へのツアーも問題なく予定通り実施された。

いずれのシンポジウムでも、人と人との交流

は和やかに行われ、発表の内容のレベルも高

かったので、実のあるシンポジウムであった

と言える。日中科学技術交流協会の存在感の

高まり、あるいは協会への敬意を、感じ取る

こともできた。まさしく、政治の動向に拘わ

らず、人と人との科学技術交流を進めること

は可能であり、そしてそうすることがいかに

有益であるかが実証され、かつ実感された会

合であったと振り返って思うこの頃です。 

 歴史と言えば、それを振り返っていただく

よすがとして、本会報に「温古知新」という

コラムを作り、過去の会報の記事のうち重要

と考えられるものを採録し、ご覧に供してお

ります。当協会の歴史を宝とし、日中科学技

術交流の一層の活性化を目指しましょう！ 
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講演会 中国の先端科学技術動向と日中協力のあり方 
事務局 永崎 隆雄 

 
 
日中科学技術交流協会は2013年 10月15

日（火）、標記講演会を開催し、24 名の方
が参加いたしました。 

 
１．場所 東京大学 本郷 山上会館 

２．日時 : 2013 年 10 月 15日（火） 

 

３．テーマと講師 

（１）中国科学技術の動向と日中協力の在り方    

ＪＳＴ研究開発戦略センター上席フェロ

ー、東大先端科学技術研究センター特任教授 

林 幸秀氏 

 

（２）中国のトップクラス電子材料研究動向と日

本のあり方 

１）上海・蘇州の研究所   

兵庫県立大学准教授  渡邊 健夫氏 

２）民間企業から見た評価  

  東レ  特別研究員 富川 真佐夫氏  

３）物つくり屋が見た中国科学院微電子研の印

象  

豊橋技術大学教授   柴崎一郎 氏 

４）北京の研究所  

物材研究機構微細加工ＰＦ長 小出康夫氏 

 

各講師の講演のポイントは以下の通りであ

る。 

 

中国科学技術の動向と日中協力の在り方 

ＪＳＴ上席フェロー 林 幸秀氏 

 

①日中協力は中国のためでなく、日本のた

めであり、日本の人材資金のジリ貧から救

う唯一の道である。 

②人材交流からはじめ、共同研究や共同開

発へ進むべきである。 

③中国の大学の教員は日本のように外国

人を雇うのではなく、自校の学生を留学さ

せ、帰国した人を採用。海外留学生を呼び
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戻すことで海外技術と人脈を一挙に獲得

している。 

 

上海・蘇州の研究所 兵庫県立大渡邊氏 

①第 3回日中電子材料シンポジウムで訪問し

た研究所の内、上海、蘇州の研究所が紹介評

価された。 

②現在の中国の半導体技術は、微細加工、

MEMS の観点から日本と比べて 10 年程度遅れ

ている。 

③10 年前に中国では、クリーンルームには壁

がなく、カーテンで仕切られていたことを思

うと急激な進歩をしている。 

④今後 10 年後には、完全に追い抜かれるこ

とを覚悟せねばならない。 

⑤日本が今後も技術立国であり続けるため

には、新しい技術開発に選択集中する必要が

ある。 

⑥このためには、より一層に産学官連携を図

る必要がある。これには、組織間の壁を低く

し、真の連携を図る必要がある。 

 

民間企業から見た評価 東レ 富川氏 

①中国科学院、清華大学は世界最先端からさ

ほど遠くはない。インテルから 2 年の遅れ。

自分のレベルを知っている。 

②研究成果を確実に事業に結びつける力、官

民一体のパイプができている。 

③日本の電子材料関係企業は現在圧倒的に

強い。市場はアジアで確実に材料技術は出て

行く。不調企業の優秀な研究者の雇用確保を

しないと日本のキーパーソンは移動。間違い

なく 10 年後は日韓の差がなくなり、日中も

同じ。日本企業と個人を守る事が大切。化学

工業が日本から出て行く危機が来ている。 

④東レの戦略は 

１）素材原料の入手が容易で安価なので中

国を製造拠点とする。人件費が安いは

過去の話。 

２）電子材料は中国市場の探索と原料 

３）高機能品の大消費地 人口が日本より

多いだけでなく日本より富裕層が多い。

市場としても大きい。 

 

物つくり屋が見た微電子研の印象 豊橋技大 

柴崎 氏 

① 人口大国中国がエネルギー大量消費等の
日本と同じ道はたどれず、新たな問題解決

法が必要。 

② 2000 年ココム規制で中国の電子材料研究
はだいぶ遅れていた。 

③ ココム規制が無くなり、中国人留学生が帰
国し始め、急速に電子材料は発展した。13

年前とは雲泥の差で驚いた。中国人の意欲

の高さに驚いた。10年後は追い越されてい

る？ 

④ 物づくりは先ず材料、次にデバイス、部品、
最後にシステム、商品と進むが日本は材料

とデバイス部品が強く、システム商品は弱

い。しかし、産業の寿命は材料デバイスが

長くシステムは短い。日本はシステムでは

失敗したが材料では失敗していない。 

⑤ 工学研究の原点は最後の目標が常に見え
ることが大切で、中国人の目線に工学の原

点を見た。 

⑥ 今後の日本は高い賃金を支える技術開発
が必要。いつまでもあると思うな親と技術。 

 柴崎 氏 

 

北京の研究所      ＮＩＭＳ 小出氏 

① 科学院微電子研究所及び清華大学の施設
研究内容の紹介 

② 中国科学院微電子研究所 
国の機関として中国Si-ULSI技術開発の中

心。国主導のトップダウン開発，産業育成、

革新のプラットフォーム役 

西側諸国のキャッチアップ役 

③ 清華大微電子研究所 
ナノマイクロエレクトニクス研究・人材育

成の中心 

④ 清華大材料学院  
中国の電子材料研究・人材育成の中心 ト

ヨタと連携 

 

各発表ＰＰは日中科学技術交流協会のホーム

ページに掲載しております。 
http://jcst.in.coocan.jp/20131015_report.
htm 



2013（平成 25）年 12月 20日    日中科学技術     N0. 147 
 

 

4 

4 

第1回日中加速器科技シンポジウム 訪中団報告 
事務局長 永崎隆雄 

       上海応用物理研究所 上海シンクロトロン加速器（上海光源）にて 

 
蘭州近代物理研究所 重イオン加速器施設にて 

 
１．中国派遣交流団の目的 

日中の加速器の応用分野についての専

門研究所を訪問し、専門家のシンポジウム

を行い、日中の加速器分野の発展状況を比

較し、今後の相互交流の可能性を探った。 
 

２．時期  

2013 年 11月 11 日～16 日、6日間 

 

３．訪問研究所 

（１）11 月１2 日 

 科学院上海応用物理学研究所（上海） 

（２）11 月 13 日 

 上海腫瘍医院附属陽子重粒子医学セン

ター 

（３）11 月 14 日  

中国科学院近代物理研究所（蘭州） 

（４）11 月 15 日  

中国科学院高能研究所（北京） 

 

４．主催    
主催：中国科学院／日中科学技術交流協会 

協賛：理科学研究所仁科センター、 

東京大学、（株）東芝、住友重機械

工業、（株）SEN 

 

５．日本側団員 

 ①団長   曽我文宣    
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協会理事 元放射線医学研究所部長  

②佐藤潔和 ㈱東芝 京浜事業所 主幹   

③中井淳二  同上（中国）有限公司  

④辰巳修二 住友重機械工業有限公司 

北京事務所所長/医療シス

テム部部長  

⑤杉谷道朗 SEN Corp 最高技術責任者  

⑥奥野広樹 理化学研究所仁科加速器研

究センター加速器基盤研

究部副部長  

⑦松崎浩之 東大原子力国際専攻准教授  

⑧永崎隆雄 協会 事務局長    

 

６．日本側発表テーマ 

１）日本側 

① 半導体産業におけるイオン注入技術    
（杉谷道朗） 

② 加速器による陽子と中性子の医学応
用 （辰巳修二） 

③ 加速器質量分析と応用 （松崎浩之） 
④ 東芝における癌治療用重イオン放射
線治療システムの開発 （佐藤潔和） 

⑤ 日本の粒子線加速器治療の発展と現
状 （曽我文宣） 

⑥ 理化学研究所の放射性同位元素ビー
ムファクトリー （奥野広樹） 

 

７．訪問先と対応者と発表テーマ 

 

（１）上海応用物理研究所上海光源工程 

（対応者） 

① 胡 鈞 副所長 
② 李 徳明 応用加速器室主任 
③ 閻 和平 弁公室副主任 
④ 許皆平 低温課題組長 
⑤ 沈立人、、劉永好、、舒航 
候金争遅、韓欣 

 
（テーマ） 

① 上海応用物理研究所と上海光源の概

要（胡鈞钧副所長） 

② 陽子線治療加速器研究開発の発展

（李德明） 

 

（２）復旦大学上海癌センター 

（復旦大附属肿瘤医院） 

（対応者） 

① 蒋国梁（元院長）質子重粒子放療中心

主任 

② 李  
③ 王 プロトンセラピー ジーメンス
担当 

④ GENG Xi  他  

 
蒋国梁元院長と団長 曽我理事 

（テーマ） 

①上海陽子･重イオン病院 粒子線治療

センターの概要   蒋国梁元院長 

 

（３）蘭州近代物理研究所 

（対応者） 

① Guoqing XIAO 所長 

② Hongwei ZHAO Vice director 

③ 袁平 Ping YUAN 副所長 

④ Jiawen XIA Vice director 

⑤  Qiang LI Medical physics research 

group 

⑥ Mingtao SONG Vice general engineer 

of heavy ion medical machine project  

⑧  Shan SHA Deputy director of personal, 

education and international 

cooperation office  他 

（テーマ） 

① 近代物理研究所の概要 Prof. Dr. 

Guoqing XIAO (研究所所長) 

② 近代物理研究所での重イオン治療  

Dr. Qiang LI 
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近代物理研究所 Guoqing XIAO 所長 

 
 

（４）中国科学院高能研究所  

（対応者） 

① 王九慶Ｗａｎｇ Ｊｉｕｑｉｎｇ 副所長 
② Ｔａｎｇ Ｊｉｎｇｕ 
③ Ｄａｉ Ｘｕｗｅｎ 
④ Ｃａｏ Ｊｉａｎｓｈｅ 
⑤ 陳 鵬 技術発展と経営管理処 ＰＭ 
⑥ 趙建兵 北京高能鋭新科技副総経理 
（テーマ） 

① 高エネルギー研究所の紹介   Wang 
Jiuqing 副所長 

② Accelerator-based facilities and R&D   
Tang Jingyu 

③ Introduction on IHEP Machineshop  
Dai Xuwen 

   
 

８．参加者の感想 

①東芝 佐藤 
今回は本当に貴重な体験をさせていた

だき、本当にありがとうございました。中

国のアクティビティには危機感を感じる

と共に、大きな可能性も感じました。 
 

②理研 奥野 

日中科学技術交流協会の訪中団に参加さ

せて頂くのは初めてで、どのような旅になる

のか少々不安でしたが、曽我様、皆様のお陰

で大変楽しい 1 週間を過ごす事が出来まし
た、ありがとうございました。 
上海（応用物理研究所）、蘭州(近代物理

研究所)、北京（高能研究所）それぞれが大
きな加速器施設建設の将来計画を次々と打

ちたてられていて、その実現に向けて熱心に

取り組まれているという事が現地でひしと

伝わってきて、感心すると共に刺激を受けま

した。 

それぞれの将来計画は世界の何処かの計

画と類似している印象を受けるものも多々

あったのですが、中国独自の「色」を出そう

と取り組んでいる姿勢にも好感が持てまし

た。 

③東大 松崎 

このたびの訪中団では、大変お世話になり

ました。全体のスケジュール、旅程のアレン

ジ等、ご苦労が多かったことと拝察致します。 

おかげさまで、安心して旅行をこなすことが

できました。 

お恥ずかしながら、日中科学技術交流協会

については、今回初めて知ったのですが、な

かなか立派な活動をしておられるのですね。 

あまりお役に立てないかも知れませんが、ま

た何かお手伝いできることがあれ 

ば、お声をかけていただければ、と思います。 

今後ともよろしくお願い致します。 

東大・タンデム加速器研究施設の方にも、ぜ

ひお立ち寄りください。 

 

④事務局 永崎 隆雄 

今回の日中交流は中国科学院国際合作局

邱華盛副局長他、各研究所の皆様のご協力に

よるもので、深く感謝いたします。 

近代物理研究所や高エネルギー研や上海

応用物理研は日本の理研や原研やスプリン

グ８でやっていない粒子線がん治療研究も

やっており、日本より省庁の壁が無く、融通

が利いていると思いました。 

上海がん治療センターは大変近代的で美

しい病院でした。世界一級のドイツ製がん治
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療装置を導入し、一挙に世界一級に至ったな

と感じました。 

わが国も住友重機の世界初の BNCT 中性子

がん治療システムや東芝のがん治療システ

ム、ＳＥＮの半導体製造加速器を開発し、メ

ーカとして販売できるようになっており、一

段上を行っているなと感じました。これらの

商品を中国に紹介でき、中国側に強い刺激を

与えた訪中でした。 

日本の 10 倍もある中国の放射線医療市場

から考えると日中合作のメリットは大きく、

今回の交流が双方の発展に役立ったと確信

しました。 

 

９．曽我団長の感想 

今回の中国側の我々訪中団への暖かい

歓迎に感謝申し上げます。 
6日間の旅程で、前後 2日は日本―中国

間の移動日で、３都市における研究所での

3回のシンポジウム、４か所の施設見学を、
実質 4 日間で行うというかなり忙しい日
程だったが、代表団の皆さん、各界の優秀

な方々が選ばれてきたこともあって、講演

も討議も、充実した内容で活動をすること

ができたことを、非常に嬉しく思った。 
 もう 25年も前になろうか、全国共同利
用施設であった東大原子核研究所では理

化学研究所と共同で「日中加速器会議」と

いったシンポジウムが、２年おきくらいに

日本と中国の双方で開かれ、両国の研究者

が参加していた。私も日本での開催の時は

参加したことがある。その時は、中国は加

速器に関しては、小さなものしかなく、そ

の後、特に理化学研究所などに数カ月間の

派遣者をよこし、必死で日本の加速器技術

を学んでいる状況だった。 
 現在は、基礎物理用の大きな加速器もい

くつか存在し、西欧からの技術導入もあり、

放射光施設や、医療用の加速器も数台稼働

している状況になっている。 
今回の訪中団は、上海、蘭州、北京と廻

る予定で、事前に派遣団が一番気にしたの

は、中国都市のＰＭ2.5の空気汚染だった。 
しかし、蘭州がややどんよりとしていた

が、上海、北京は全く問題ではなかった。

写真は、最終日、午後飛行機出発まで、短

時間、北京の天壇公園に行った時のもので

ある。大気の状態は、天気、風の状況で随

分変わるようだ。 

 
 
 シンポジウムと施設見学を通して、そこ

での中国の研究者の発表、討論を知るに及

んで、中国も徐々に自信を深めていること

を感じた。加速器の分野では、まだ、どの

面でも、日本の１０年～１５年後を追いか

けている状態だなと思ったが、追いかけて

いる時のエネルギーは非常に強く急速で

ある。印象的だったのは、彼らの非常に熱

心な研究姿勢であった。日本は今や常に世

界にない技術を作りださなければならな

い苦しさにある。今後ともたゆまぬ努力が

必要だろう。 
なお、協会では、訪中視察団報告会を下

記の通り行う予定である。 
  
報告会 「わが国と中国の粒子線加速

器発展状況とわが国のあり方」 
 
日時 2014年 3月 7日（金）14－18 
場所 東京大学山上会館会議室 002号室  
 
１．講演報告会      14:00-16:15   
 ①全体旅程と概要 協会理事団長 曽我 
②上海放射光源       SEN 杉谷 
③上海ガン治療施設の状況 住友 辰巳 
④ 中国の加速器利用研究  東大 松崎 

 ⑤蘭州近代物理研究所   理研 奥野 
⑥北京高能研究所見学   東芝 佐藤 
 
２．東大加速器施設見学会 16:15-17:30 
３．懇親会 山上会館   18:00-20:00
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北京大学における「幕末維新期の和平思想探索」の学術講義 
     主として佐久間象山と横井小楠の思想の相違を中心に 

日中科学技術交流協会常務理事：紺野大介 
                     
１．緒言 

昨年晩秋、北京大学歴史学系において題記

された学術講座に出向き講義を行ってきた。 

筆者は 1990 年初期、清華大学の機械工学系並

びに精密機械工学系合同によるガスレーザー

励起現象と流体力学に関する自然科学領域の

集まりで「日本の最先端科学技術」と題した

招待講演以来、清華大学とご縁ができた。こ

のご縁で 1994年、清華大学・摩擦学国家重点

実験室（State Key Laboratory on Tribology)

から招聘され客員教授や機械工学系・招聘教

授の立場で清華大学へ通い今年で 20年目にな

る。60 歳までは同大学博士課程のセミナーを

もっていた。 

また本業で海外出張に出向くことが多く、

約 40 年間で 60 ヶ国以上を歴訪してきた。海

外で、相手国の官僚、企業や団体の指導層の

方々と昵懇となった場合、更にご家庭などに

呼ばれるとなると、人文社会科学領域に属す

る日本の歴史や文化、民族的な価値観など聞

かれることがしばしばあった。40 代半ば以降

であったが、これに対し殆ど気の利いた応答

が出来ず、戸惑い、狼狽した。海外でも人物

になるほど、自己の専門領域に無関係に自国

の歴史文化、エートスなどを語れる人が多い。

自己の人文科学方面の知見や素養の不足を恥

じたものである。この幾つかの苦い体験を糧

とし、1985 年辺りからメーカーで設計や研究

に従事する科学技術者の傍ら、また事業の経

営者になった後もその余技として、日本の歴

史に注目してきた。中でも日本の近代思想史

の中核を占める幕末維新期に特化してその一

部を学ぶ試みを続けている。管見にすぎない

が、その時代の歴史を学ぶには、その時代の

歴史書を直接原書で読むのが一番と思われる。

この方法が最も功を奏すと決め込み、浅学菲

才を顧みず、遅ればせながら江戸後期の古文

書などと格闘し、時に地方の歴史博物館など

の学芸員に何度も教えを戴いた。独学の域を

でなかったけれども「列子」の湯門にみえる

“愚公移山”もどきに、少しずつ知見を積み

重ねてきたつもりでいる。 

こうした余技の学びを通じ、交友関係も一

段と広がった。自分としては、これで幕末維

新期の思想史、価値観、行動様式などにつき

学び十分であったが、この方面の友人の勧め

もあり、一つの成果の形として橋本左内（1834

～1859）15 歳時の著作「啓発録」を約 10年か

け英完訳を完成した。原書は十数ページであ

ったが、ともかく余技なので相当な時間が流

れた。しかしこの反響がかなりあったため、

更に 5 年かけて吉田松陰（1830～1859）の処

刑前夜、24 時間で書き上げた遺書「留魂録」

を英完訳した。いずれも自費出版し、日本の

真髄を理解戴くべく欧米中国などの主要大学

図書館などへ寄贈してきた。これは海外でも

かなりの反響を呼んだようで、欧米の大学や

研究機関などから日本のノーブレス・オブリ

ージュを中心とした講演を要請されるように

なり、これらの日常が北京大学でも知られる

ところとなった。2000 年代初期から偶に招待

講演の要請があったが、2009 年、正式に北京

大学歴史学系・中外関係史研究所客座教授に

招請されることになった。自然科学領域で清

華大学、人文科学領域で北京大学と、いわば

二足の草鞋的に中国の二大学と関係すること

となったのである。現在は、佐久間象山の著

作「省愆録」を 7 年計画で英訳中の 4 年目に

あたるが、本業のシンクタンクである創業支

援推進機構（略称 ETT）の業務多忙のため、一

向にはかどらない中で、題記の北京大学にお

ける講演となった。 

 

2. 主持人の教授 

この学術講座の主持人（北京大学側の本学

術講座代表主催者）は王暁秋教授。歴史学系

教授であり、北京大学中外関係史研究所長を

務める。教授は1942 年 8月生まれ。北京大学

卒業後、歴史学系で教鞭をとるだけでなく、

学術レベルでは中国国家清史編集委員会委員、

中国中外関係史学会副会長、北京中日文化交

流史研究会会長、また政治レベルでは中日歴
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史共同研究の中国側政府委員であり、9期、10

期、11 期の中国人民政治協商会議全国委員会

委員（日本の参議院議員に相当）に 3 選。ご

専門は中国近代史、中日関係史および中外文

化交流史であり、アメリカ、フランス、日本

などの大学や研究機関との学術交流を積極的

に展開し、日本では東京大学、慶応大学、国

際日本文化研究センターなどの訪問研究員や

客員教授の立場で招聘されている。1987 年よ

り現在まで専門著書は20冊を超える中外関係

史の学問的泰斗である。 

 

3. 講演要旨（Synopsis） 

 講演資料は図表合わせ 40ページにも及び全

体を網羅できないので、ここに要旨のみ記す。 

近代日本の黎明期思想の根幹を考える上で、

幕末維新史の占める比重は頗る大きい。幕末

維新期は近代日本の歴史の沸騰点ともいえ、

その全体を俯瞰・研究・検討し意義付けるこ

とは、今日の日本や日中関係を考察する上で

有為と共に、様々な示唆を獲得できる。 

「幕末」とは、要約すれば、米国の M.C.Perry

（ペリー）が 1853 年浦賀に来航し、日本に｛開

国と通商｝を要求、そのことに端を発した幕

府崩壊から明治維新までの僅か 15年間のこと

である。265 年間続いた鎖国状態の徳川末期の

この 15年間は、我国が国家の存続をかけて世

界史の中に引きずり出されていった驚天動地

の体験そのものであり、日本にとって、外部

からの恫喝と内部からの開明運動勃発という

歴史的一大体験だったといえよう。即ちこの

15 年間は、武士階級の支配する幕藩体制と門

閥制度の崩壊に関する慟哭と、近代の統一的

で和平的な国民・国家への政治制度改革へ向

け、否応なしに国家変革、自己変革を遂げね

ばならない時期ともなった。 

 今回は、変革期に遭遇する斬刑や暗殺や自

刃などそれぞれの死を噛みこんだ不条理の中、

史実上実質的にも思想的にも時代を主導し活

躍した藤田東湖、佐久間象山、吉田松陰、橋

本左内、西郷隆盛、横井小楠らの錚々たるサ

ムライ達が詠んだ漢詩を先ず吟味、歴史の当

事者としての凝縮された心情を解説して思想

を考察した。次に、この 6士がそれぞれに 200

～400 首も詠んだ漢詩が、古代中国から明朝初

期までの傑物の影響を強く受けていることを

明らかにした。即ち、中国の戦国春秋時代の

屈原、後漢期の諸葛亮、東晋時代の陶淵明、

唐時代の顔真卿、南宋末期の政治家・文天祥、

学者・謝枋得、元代初期の劉因、明代初期の

方考儒ら 8 名である。これらの儒学者・思想

家の評伝や漢詩をまとめ、幕末期にベストセ

ラーとなった浅見絅斎著作の「靖献遺訓」に

幕末志士達は大きく影響を受けた。そして漢

詩の中で感得しているこれら儒学者・思想家

達の生き様や政治観、死生観と、数千年に及

ぶ長い日中関係の学術交流の深さに触れ、今

日の関係を俯瞰した。 

後半では、今回、幕末期のサムライの中か

ら特に、佐久間象山と横井小楠の思想と世界

観の違いについて言及。徳富蘇峰の表現を借

りれば、「海防八策」を献上した象山は“易理

に通じ、聖学を講明し、心に大道を知る”海

防論的実学思想を説いた解剖学的な大建築師

であり、他方、“実学を詠い、神智霊覚湧きて

泉の如し”であった直観的な大活眼活学の師

である経世論的実学思想の横井小楠の国家観、

政治観などの相違点に言及した。 

また余談を交え、勝海舟の妹は佐久間象山

の妻であり、横井小楠は勝海舟の師匠筋にあ

たる。それにも拘わらず、象山と小楠は全く

同時代、同世代人ながら、一度も会った事が

ない不可思議さや、二人の相性と思想の違い

がもたらす相剋、更に佐久間象山は尊王攘夷

派の熊本藩士により、横井小楠は十津川藩士

により道半ばにして、それぞれ誤解や風聞が

もとで京都の路上で暗殺された不条理につい

て話題とした。 

さて佐久間象山は頭脳精鉄の如く明晰であ

ったといわれる。象山が国防軍備の大経綸に

面し、主として論理と分析から科学技術の知

見を最大限に広めた卓見に焦点をあて講じた。

事実、幕末期において佐久間象山ほど科学技

術に関心を示して物つくりを実践し、所謂「道

徳学」ではなく「自然科学」を学問の基本と

する態度が明確だったサムライはいないよう

に思える。例えば蘭書「ベウセルの砲術書」

（W.F.Beuscher）や「カステレインの化学書」

（P.J.Kasteleijin）、「ソンメルの窮理書」

（J.G.Sommer）等（いずれも当時の象山の発

音に準拠）を読み進め、大砲製作や砲弾の運

動、ガラスの製造、電気治療器（写真 1）製作

や地震予知器を作成した。佐久間象山は我国

では、一般的に人物としてどうも信用できな
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いとする見解がかなりあり、自信過剰で傲慢

な側面が強調され、歴史上人物評価が低いよ

うである。しかし日本の政治思想史家であっ

た丸山眞男が、そういった表層的な見方を批

判していることにも言及。ヨーロッパ自然科

学の基礎は「万学の基本としての詳証術（＝

数学）があることを予感していた」と高い評

価を与えた断面などについても付言した。 

 

 
（写真1）佐久間象山作といわれる電気治療機（エ

レキテル）WDH＝120×120×150mm, 銅線半径

0.9mm ファラデー電磁誘導法則に準拠。１次電

流 40mA。（松代藩主・真田家伝来） 

 

一方、横井小楠について、筆者は 1996 年こ

ろ同志社大学において継続されて開かれた

「横井小楠研究会」の末席を汚してきた。こ

の研究会は東北大学名誉教授で日本学士院会

員の源了園先生らが主催しており専門家の謦

咳にも接する機会を得た。こうした研究背景

と歴史考証のもと、横井小楠が幕末期の総合

的な政策の立案者として、国内政治だけでな

く国際政治、経済、教育、軍事などに総合的

な考えを示し、また日本や世界が直面してい

る問題とその解決の方法を考え、実行し、人

を育成していく「国を超えた公」とでもいっ

た大きな政治思想について考察した。また飲

酒後の性質の良くない側面があった横井小楠

ではあるが、第一級の歴史学者達の研究を総

合すると、この時代、天理人情の大妙理を看

取し開国論を唱え、“講習討論”“朋友講学”

といった身分階級を超えた政治と運用が国家

の要諦であるとし、遂に「大義を四海に布か

んのみ」との巨大思想に至った過程を共に考

える場とした。 

又 20 世紀前半、米国の哲学・思想界におい

て一世を風靡し、プラグマティズム運動の中

心的指導者だったジョン・デユーイ（John 

Dewey）は、北京大学客座教授として訪中し講

義した。彼は日本滞在中に「中国に対する扱

いが日本の自由主義を位置付ける」との名言

を吐いたけれども、横井小楠の「国を超える

公」といった巨大思想は、デユーイの政治哲

学を超えるほどの世界観ではなかったか、＿

＿について事例を交えお話した。（これら一連

の講演の内、特に“大義を四海に布かんのみ”

の大きな意味合いについては、日経ビジネス

誌の「直言極言」コラム欄：幕末の“凛然た

る国家像へ”2013.7.15 号に掲載）。 

 

4. 講演の後で 

共産主義社会の中国で、北京大学学生や大

学院生、歴史学を専攻する周辺の学者、研究

者たちが、日本の幕末期の傑出した人物や人

物像、この時代のサムライ達の倫理観や清潔

感、美意識や価値観、死生観に関心を示す姿

には大いに感嘆する。反照として現在の日本

の大学や社会では如何であろうか？＿＿こう

いった討議の中で、巨大人口の一部とはいえ、

日本理解を深化させる好学の士達の参画で、

講義を無事終了した。 

懇親会も含めたその後のセッションで、日

中間で劣悪な環境となっている「尖閣諸島問

題」についても質問があった。これに対し、

管見にすぎないが一つの考え方を提示した。

即ち、幕末維新期でも、例えば「北方領土問

題」があった訳である。日露和親条約締結時、

当時のプチャーチン・ロシア代表と幕末期の

外国奉行・川路聖謨との交渉内容などを解説

した。当時の樺太など北方領土には日本人、

アイヌ人、朝鮮人、満州人、ダッタン人、ロ

シア人など多数の種族が共存して生活してい

た。日露の二代表者は結論的に、北方領土の

住人達がどうしても、日露どちらかの国家に

帰属しなければ不都合が生じるとき話し合え

ばよく、それまでは短期的な領土問題交渉を

止めましょう――との大人の決断をした。つ

まり戦争の危険性、経済的クラッシュなどを

回避するためファジィー（Fuzzy）な状態を保

つことが賢策である旨、双方で合意したので

ある。この時の川路聖謨の発言に示唆を与え
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たのも横井小楠である史実が残っている。こ

うした史実などを参考にすれば、今の尖閣諸

島は、誰も住んでいない孤島。これは多数の

民族が住んで可不可ない状態と論理的には等

価な状態とも解釈できる。従って為政者には

無理やりの二者択一の帰属性決着に拘泥する

愚を避け、相互に柔軟性が求められている旨

コメントした。このことで政治的にも、経済

的にも相互に危険水域から脱し、弾力性ある

政策的誘導のもと、新しい「国を超えた公」

といった概念を再構築する段階にきている旨

述べ、日中友好裡に会合を終了した。 

 

温故知新 「協会第一回訪中代表団の訪中」 
方毅副総理、李昌、周培源中国科学院副院長、中国科学技術界の指導者と会談 

会報第８号１９７９年４月３０日 および 会報第９号１９７９年６月３０日 

 

日中科学技術交流協会は、１９７７年１

２月に設立され、まず１９７８年９月に中

国科学院訪日代表団を招請した（前号第１

４６号「温故知新」参照）。それに続いて、

協会は第１回訪中代表団を１９７９年４

～５月に派遣した。この訪中団についての

報告記事は、会報第８号と第９号にまたが

って掲載されたが、ここでは、両号の記事

の要点をまとめて再掲する。訪中団は非常

に多くの研究機関や学協会などを精力的

に訪問し、交流を深めたことが記述されて

いるが、紙面の制約のため、その多くは割

愛しました。なお、協会初代会長の有山兼

孝先生は、現理事長の有山正孝先生のご尊

父でいらっしゃいます。 

方毅副総裁と有山会長の会談は、中国側

の日本への期待の強さと日本側の友好を

進めたい熱意の強さがよく感じ取られる

好会談なので、その大部分を再掲しました。 

（編集子 山脇道夫） 

 

 
 

当協会第１回訪中代表団は中国科学院

の招きを受け昭和５４年４月２８日から

５月８日まで北京、上海を訪問した。 

協会代表団は、第九回常任理事会で選出

され、わが国の理学、工学、農学、医（薬）

学界を代表する人によって構成された。 
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代表団名簿 

団  長  （理） 有山兼孝  

協会会長・元日本物理学会長・名大名誉教授 

顧  問  (農） 越智勇一  

協会常務理事・日本農学会長・前日本学術会

議会長・麻布獣医大学長・元東大農学部長 

団  員  

（理） 椙山正雄 

元日本発生生物学会長・名大名誉教授 

（理） 梅沢純夫  

次期日本化学会長・慶大名誉教授 

（理） 小野 周  

日本物理学会長・東大名誉教授  

（理） 鈴木 平  

東京理科大学教授・東大名誉教授 

（理） 大沢文夫  

元日本生物物理学会長・阪大名誉教授 

（工） 橋口隆吉  

協会常務理事・元金属学会長・東大名誉教授 

（工） 高橋秀俊  

元日本情報処理学会長・東大名誉教授 

（工） 近藤次郎  

協会常務理事・元日本ロケット協会長・東大

名誉教授 

（工） 八十島義之助 

土木学会副会長・東京大学教授 

（工） 柳井久義  

電子通信学会副会長・東京大学教授 

（農） 坂口勝美  

元日本林学会長  

（農） 松尾孝嶺  

日本農学会副会長・東大名誉教授 

（医） 高原滋夫  

日本学士院会員・岡山大名誉教授 

（医）亀谷哲治  

日本薬学会副会頭・東北大学薬学部長 

（医）菅原 努  

京都大学医学部長・京都大学放射線生物学

研究センター長 

事務局  

漆戸 啄  協会事務局長 

竹花弥生  協会事務局員 

 

代表団は北京で方毅副総理と会見し、中

国科学院、中国科学技術協会、中国国家科

学技術委員会、中国農学会、中華医学会を

表敏訪問し今後の交流について深く話し

あった。 

また団員はそれぞれの専門により、中国

化学会、中国物理学会、中国海洋学会、中

国金属学会、中国字航学会、中国電子学会、

中国土木工程学会、中国公路学会、中国林

学会、及び中国科学院化学研究所、力学研

究所、動物研究所、半導体研究所、有色金

属研究総院、郵電部科学研究院、中国医学

科学院等を訪ね学術報告を行い、研究者と

座談会を行った。 

有山団長と越智顧間は北京日本大使館

で佐藤大使を訪問した。また中日友好協会

を表敬し王蕓生副会長と会見した。 

団員は北京滞在中、清華大学、北京医学

院等を参観し、休日には万里長城、頤和園、

中日友好人民公社等を遊覧した。 

中国科学院は李昌、周培源副院長が代表

団に心あたたまる歓迎宴を開催した。代表

団は北京を離れるにあたり答礼宴を開催

した。 

上海では中国科学院上海分院が代表団

を心から歓迎した。 

 
協会代表団と方毅副総理との会見記録 

1979年2月5日午後4時から5時半 

出席者 

方毅    副総理 

周培源  中国科学院副院長 

秦力生  中国科学院副秘書長 

郝汀    中国科学院外事局局長 

崔泰山  中国科学院外事局責任者・通訳 

呉政安  動物研究所講師・通訳 

余谷風  中国科学院外事局一所所長 

姚佩君  中国科学院外事局一所 

徐和平  同上 

王暁鳴  同上 

 

日中科学技術交流協会訪中代表団十七名 

及び事務局二名  

 

有山  今回は大勢でお邪魔いたしまし

た。どうぞよろしくお願いいたします。 

方  滞在期間が短いのが残念です。 

有山  茅先生からくれぐれもよろしく、

お身体御大事にとおつしゃつていました。 
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方  どうもありがとうございます。帰国

なさつてからこちらからもよろしくお伝

え下さい。茅先生は去年の十二月で満八十

才におなりでしょう。 

有山  とてもお元気で、全く故障がない

というわけではありませんが、持病の心臓

病もたいしたことはないとのことです。 

方  去年、アメリカからの帰国途中に日

本に立ち寄った際に本来なら茅先生に挨

拶にいくべきだったのですが、鄧小平副総

理と一緒でしたので、大平氏、園田氏、田

中氏、福田氏に会わねばならず、時間の関

係でどうしてもお会いすることができず

に失礼致しました。茅先生は日中学術セン

ターの為に非常に力を注がれている御様

子で、敬服致しております。文化学術交流

の為に奮闘なさつていらっしゃいますが、

御高齢ですのでくれぐれも御身体御自愛

下さる様よろしくお伝えください。 

有山  学術センターの件は、今文部省に

話が持ち込まれ学術審議会の小委員会で

話が進められていると聞いていますが結

果がどうなるかはまだわからないようで

す。茅先生の提案通りにいくかどうかわか

りませんが、もう少し見守りたいと思って

います。 

先日、中国科学院の招宴の席で李昌副院長、

周培源副院長をはじめとする科学院の

方々には申し上げたのですが、小委員会で

一応の結論が出され、六月中旬には総会で

方向が出されてくるようです。 

方  茅先生が中日両国の学術交流の為

に奮闘していらっしゃることはよく知っ

ています。何分にも御高齢ですから御身体

に注意なさるようお伝え下さい。 

有山 ありがとうございます。茅先生は御

元気そうに見えますが何分仕事が多いの

で私達もいつもしなくてもよいことはな

るべく省いてお身体を大事になさるよう

注意しております。茅先生は、日中科学技

術交流協会の常任理事会にも毎回出席さ

れ、よい意見を出して下さいます。ただ一

つ先生が気にかけていらっしゃることは、

両国の交流について科学技術といわすに

学術とした方がより一層よいのではない

かということです。学問の進歩は、社会に

大きく貢献しますが、自然科学ばかりでな

く人文社会科学をも含め、均衡のとれた学

術全体を発展させることが人類社会の正

しい発展に一層貢献するのではないでし

ょうか。前学術会議会長で、代表顧問の越

智先生と私などは茅先生が学術会議会長

であつた当時、学術会議でこの問題につい

ては随分議論しました。それぞれ国ごとに

事情が異なり、中国が現在四つの現代化を

重視して努力していらっしゃることはよ

く承知していますが、学術全体の発展を考

慮することをいつかの時機に検討してい

ただきたいと思います。茅先生もこのこと

をもし機会があれば是非伝えてほしいと、

おっしゃっていました。 

方  非常に良い意見だと思います。今回、

代表団の諸先生が短い訪問期間中に学術

報告をして下さったそうですが、中国側の

参加者はとてもよろこび感謝しておりま

す。 

有山  最初に方毅副総理がおっしゃっ

た様に、もっと期間がとれれば報告も、交

流ももう少しできたのでしょうが、団員の

先生方皆忙しい方ばかりで、非常に残念に

思います。先程、学術の事について少し過

分のことを申し上げ、失礼致しましたが、

どうぞ御了承下さい。 

方  考え方は、非常に良いと思います。

学術内容は、自然・人文・社会科学と幅広

くなれば社会に大きく貢献できると思い

ます。現在、中国では、先生のおっしゃっ

た事について社会科学系と話し合ってい

ますが、社会科学院も賛成しております。

人文、社会科学の中に経済も含まれると思

いますが、経済を学ぶことは、社会の発展

につながると思います。こういう面からみ

ると、全体的に学術を発展させることは必

要だと思います。我々、マルクス・レーニ

ン主義国家で、学問を発展させる場合、自

然科学、社会科学の両方を発展させなけれ

ばならないと思います。特に我々は日本の

経済建設における学術の進歩を学ばなけ

ればなりません。東京での滞在期間は短か

ったですが非常に大きい印象です。 

有山  東京は大きくなりすぎたようで

す。今回は各方面の専門の先生がたがいら
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しています。名簿の通りです。 

方  有山先生とは２０数年来の友人で

すし、古い友人の先生方もいらっしゃるの

で、中国側の紹介は省略します。 周先生

は今年７７才？ 

周  もう年です。越智顧問と同い年です。 

有山  今回の団は、各専門分野、学会等

で主要な方ばかりなので、それぞれの分野、

学会において、今後交流が益々さかんにな

ることを期待しています。 

方  中日両国は一衣帯水の隣国ですか

らもっと多くの人々が行き来しなくては

ならないと思います。特に現在の国際情勢

の下、中日両国間で行き来することは非常

に意義のあることだと思います。我国で割

に大きな国際問題が起ると、往々にしてま

ず日本に知らせます。例をあげると、鄧副

総理がアメリカを訪問した帰途日本に立

ち寄り、日本の責任者に報告したのですが、

ベトナムに対し懲罰行動に出ることをま

ず話しました。これは日本の友人の意見を

まず聞かせてもらうということで、もちろ

んベトナムに対する今回の事は、中国側が

自分で考え決定した事です。しかし私達の

友人に対して自分達がやろうとすること

を知らせる事は良い事だと思います。 

有山  鄧小平副総理がアメリカからの

帰国途中日本に立ち寄った時、今の事を政

府関係者におっしゃいましたが、このこと

は政治に携わっていない我我にとっても

非常に意義あることに思えました。我々の

様な、特に中国に対し、友好的な気持ちを

長く持っている者は中国を信頼しベスト

のことをしていらっしゃると信じていま

す。 

 

編集子  以下しばらくベトナム情勢に

関連して政治的な話が続くが、その部分は

割愛しました。 

 

有山  小覇権主義についておっしゃい

ましたが我々はそういうことができるだ

けないように望みます。そして、小覇権主

義も大覇権主義もどちらもないことを切

に望みます。その為に我々自然科学に従事

しているものはそれを起こさぬよう寄与

できるよう努力しているつもりです。しか

し日本は明治維新以来、第二次世界大戦以

後、急いだために多くのまちがいを犯して

いるのではないかとおそれていますがも

しお気付きになることがありましたら御

意見、御批判を是非聞かせていただきたい

と思います。 

方  今、中国と日本は友好的につき合っ

ていて両国の関係は非常に良いと思いま

す。 

有山  我々に出来ることは両国の科学

技術及び学術交流の発展のために努力を

することであり、その成果が社会に良い影

響を及ぼしていくようにしたいと思いま

す。 

方  科学技術の進歩に関しては、我々は

日本に学ばなければなりません。中国は明

の末から清朝にかけて長い間たちおくれ

ました。しかし、中国にも長所がないわけ

ではなく日本の友人の皆さんの中には中

国の長所を学びたいと言って下さる方も

あります。互いに研究したいところがあれ

ば協力していこうではありませんか。我々

は大いに歓迎します。 

有山  どうも有難うございます。学術交

流を発展させていく上でいろいろ問題が

あることが気がかりです。私も私と意見を

交わす親友、協会の同僚等の多くは中国か

ら学ぶ点が多いことをよく知っています。

学術交流は交流であって直流ではないこ

とをここで強調しておきたいと思います。

日中両国は学術進歩の途上でも互いに協

力しあって共同進歩していくことのでき

る最も深い間柄を持つ隣国だと思ってい

ます。いろいろ話を聞いてみるとヨーロッ

パはヨーロッパなりに、そしソ連はソ連な

りに協力して学術を進歩させることがで

きるように見受けられますが、アジアは先

進的な国々からはそういう点でまだたち

おくれているところがあるようにみうけ

られます。日中両国が助けあって進歩して

いくことを顧っています。例えば、宇宙線

観測についていえば、中国には日本では得

られないよぅな良い条件（地理的・地学的）

があります。こういう分野で相互に持って
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いる技術や条件を出しあえば世界の最先

端の水準に立つことができると思います。

この三月にこちらにお邪魔した筑波の高

エネルギー研究所の西川教授もこちらの

研究所と共同研究を進めようとしていま

す。この様にそれぞれ持っている特徴的条

件を出して共同研究など研究交流をすれ

ば見事な成果が得られると思います。これ

らは単に二つの例にすぎませんがこれに

類する例は検討すれば沢山出てくると思

います。 

方  例えばさきほど有山先生のおっし

ゃった宇宙線観測にしても中国には素晴

らしい地理的条件がありますので世界最

高峰において世界の最先端のエマルジョ

ンチェンバーによる研究ができるのでは

ないでしょうか。 

有山  エマルジョンチェンバーによる

研究は日本独特のものがあると聞いてい

ますので成果はすばらしいでしょう。 

方  中国側は既に共同研究をしたいと

いう意向を出して最近も話し合いをして

います。エマルジョンチェンバーの方法で

観測される高エネルギーの粒子は、高エネ

ルギー加速器から得られるよりもっと速

いものが得られるそうです。 

有山  そうですね。 

方  宇宙線観測所については現在世界

で一番高いのはソ連のパスカ山にあるも

のですが今、中国がやろうとしているもの

はそれよりも高いものでヨーロッパ、アメ

リカの科学者達も中国のチベット高原に

目を向け非常に興味を持っています。私は

かって西独とフランスを訪問したことが

ありますが、そこで会った科学者が「チベ

ットを研究せずば地学はあり得ぬ」と言っ

ていました。これは少々ほめすぎですがこ

の団の中に資源について研究なさってい

る先生がいらっしゃいますが、エネルギー、

石油、石炭、有色金属が豊富で世界に類が

ないと思っています。この有色金属の中の

チタンは一年に数千万トンではなく数億

トン産出できます。その他にバナジウム、

稀土類も豊富です。これについてフランス、

西独の科学者は非常に興味をもっていま

した。西川教授が我国を訪問された時、

我々のやってぃる高エネルギー加速器に

ついて辞しく説明し西川教授からも詳し

く意見をききました。 

有山  茅先生がよく話しておいでです

が日本に豊富なのは人間ばかりで資源は

非常に乏しいです。どのようにしたら最も

よいかが問題です。 

方  中日両国が協力しあえば世界でも

強国となることができるでしょう。 

有山  その通りだと思います。コンプリ

メンタリーというか、相互補完的に協力す

ると持っている力を非常にうまく発揮す

ることができるのではないでしょうか。話

は戻りますが宇宙線観測、高エネルギーに

関しましては黙っていても両国の研究者

同志で話しが進みますので、今回はそれら

を除いてこれから交流の道が開かれ発展

すべきところを考え、又中国の重視してい

る科学・技術発展計画の八つの分野を私共

も重視して交流が充実して発展すること

が願わしいと思った分野の先生方に参加

していただきましたのでどうぞ御活用下

さい。 

方  良い考え方だと思います。 

有山  よろしくお願い致します。 

方  今後は各方面に重点を置き協力し

発展していきましょう。 

有山  私共も同じく希望します。先程長

所ということがでましたけれど、これは私

の専門外ですが中医は独特のものをもつ

ていると思います。中医は西医と違った性

格を持っているといわれます。団員の中に

は医学の専門家が何人かいらして私など

申すのはおかしいのですが、中・西医結合

の発展を願わしく思っています。中西医結

合はまさに医学の中の相互補完であり、こ

れを中国の内部で既にやっていらっしゃ

るということは非常におもしろいことだ

と思います。 

方  中国の中医は数千年の歴史をもって

おり、一面独特な特長をもっています。例

を挙げると、骨が折れ砕けてしまった時西

医ではうまく骨をつなぎあわせることはで

きませんが中医は徐々にあんまをして草薬

をつけて治します。西医では石膏を用いる

為筋内が縮まってしまいますが中医を用い
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ると筋内に何の影響もなく治すことができ

ます。又、中・西医を結合してＸ線を通し

写真をとると治療後骨がうまくつながった

か否かを知ることができます。このように

して中・西医結合を行っています。又、別

のお話しをしますとあるカナダの医学研究

院々長・医学博士の方が病気にかかり首が

まわらなくなり２０年間いくら手を尽くし

ても治りませんでした。その医師は治療の

為に手術がどうしても必要になって、夫人

と共に中国へ来、その際中医のことを聞き

中医に病状を看てもらいました。先ずＸ線

で検査をし、病状を調べました。中医のあ

る医師は治すことができると言うとカナダ

の医師は２０年もの長い問治らなかった病

がどうしてすぐに治せようかと全く信じま

せんでした。中医の医師はゆっくりと指圧

し、あんまをして最後に首をまわすとなん

と動くではありませんか。その場で治って

しまったのです。２０年もの長い問治らな

かった病気が一度の治療で治り、カナダの

医師はとても喜び何で感謝を表わしたらよ

いかと言いましたが中医の医師は何もいり

ませんと言った、このような実話がありま

す。中医は非常に経験もあり特徴もありま

す。特に麻酔に関しては、西医は全身麻酔

をするとさめた時非常に苦しいですが中医

の場合、ベトナム戦争の負傷兵の手術の時

に用いたものは西医でも、針麻酔でもなく

薬草をスープにして飲み、寝ている間に手

術を終えるという方法です。これは醒めて

から痛みが残りません。中国の三国時代に

華陀という者がぃて『麻酔書』の中でベト

ナム戦争時に用いた薬草について記してい

ます。私は専門家ではないのでいろいろと

あげられませんがいろいろな薬草を混ぜて

用いるのです。 

有山  それは普及しているのですか。 

方  今度のベトナム戦争の負傷兵の治

療には全て薬草を用いました。 

有山  今日は大勢で長時間にわたって

お邪魔していろいろと本当にありがとう

ございました。 

 

 

 
  

第３６回理事会 
  

第３６回理事会は 2013 年 11 月 19 日に、

協会事務所にて、研究奨励賞受賞者の決定

の審議が行われた。 

理事長欠席のため、山脇副理事長が議長を

代理して、藤崎副理事長が研究奨励賞の審査

状況を報告し、審議の結果以下の 3名の受賞

が決定した。 
 

①崔 斐斐(CUI Feifei) 

東アジアにおける黄沙の発生と地表面

状態の関係 

②彭 海蘭(PENG  Hailian)   

コグニティブ無線ネットワーク上のリソー

ス割り当て 

② 張 菲菲(ZHANG  Feifei) 
高性能グラフェン積層スーパーキャパシ

ター開発 
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